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研究成果の概要（和文）：水戸市とその周辺で「多読／多聴」を学習する社会人の状況を知り、学習をすすめる上での
社会人ならではのポイントについて分析した。
(1)社会人多読学習者で成功するタイプは、ミステリなど量のあるものを読むことに主眼を置くタイプと、児童書を楽
しみながら読書量を増やすタイプがいるようだ。 (2)デジタルブックスなどのコンテンツ、デジタルデバイスは、想像
していたほど利用されていない。また、多読学習をするのはむしろ紙の本を楽しむ層である。(3)社会人多読学習者は
積極的に図書館を活用していた。デジタルコンテンツの利用方法を勧めるよりも、地域の利用可能な図書館の詳しい情
報を提供するほうがより有益であるようだ。

研究成果の概要（英文）：The researchers analyzed the adult extensive readers in Mito area. Those adult 
extensive readers have some tendencies: 1)There are two types of successful readers. One of them are 
mystery lovers, and another group loves children's books. (2)Contrary to researchers' expectations, the 
adult extensive readers don't make much use of digital books or digital reading devices. (3)The adult 
extensive readers rather love being in libraries and reading REAL books.

研究分野： 外国語教育
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  ２版



１．研究開始当初の背景 
(1)   研究代表者らは茨城県水戸市にある

茨城大学・および常磐大学にて多読／多
聴を中心とする指導法について研究し、
また、授業を行ってきていた。 

① 8 年以上にわたり行なっていたこれら
の授業方法の研究は、100 万語以上を読
む学生が出る、TOEIC 等の得点が上がっ
た、など、一定の成果を出すことができ
ていた。 

② 指導法のノウハウも蓄積できてきてい
たし、また、研究者同士の情報交換も頻
繁に行える状況があった。 

③ 結果としてこの 2 大学の図書館では、
多読／多聴用の図書が多く揃えられる
ようになり、幅広い英語レベルの層が自
由に多読本を選べる環境も整ってきて
いた。 

 (2)  社会人学生の増加により、多読／多
聴の学習方法の普及を行うことが求め
られていると強く感ずるようになった。 

① 研究代表者（上田）は、茨城大学及び
常磐大学で授業をおこなっていたが、社
会人の学生が聴講生として参加するこ
とが多くなってきた。 

② 特に茨城大学での授業に関しては、聴
講生の枠が応募受付を開始するとすぐ
に埋まる状況が続いていた（現在も同様
である）。 

③ 研究代表者は放送大学でも授業を担
当することとなり、18～20 代前半の学
生以外の学生と接するチャンスが増え
た。 

 
２．研究の目的 

 １．で述べたように、水戸地区にお
いても、社会人からの多読学習のニーズ
の高まりはあるようだ。そこで、現在大
学の授業で行っている多読授業をどの
ように再構築したら社会人の方にも学
習してもらいやすくなるかを調べ、彼ら
の多読行動を知り、より普及しやすくし
たい、というのが本研究の目的である。 
  このことにより、水戸地区及びその
周辺の地域に貢献する。 

 
 (1)   社会人にとって魅力的なコンテン

ツ（多読図書等）を知る 
 (2)   現在普及しつつあるデジタル・デバ

イスの活用の状況を知る 
① iPad,Kinde などを実際に試してもら
い、その使い勝手を確認する。 

② シャドーイングにおいても、CD プレー
ヤーとMP3プレーヤーの使い比べなどを
確認する 

 (3)   図書館利用について 
① 図書館を利用するということは安価
ではあるが、時間・場所に制約される。
忙しい社会人の場合、図書館利用を勧め
てよいのかどうか。 

② 上記(2)とも関連するが、収入のある
社会人の場合、自前で学習素材を購入す
る層もあるはずだ。どういう条件であれ
ば本を買い、または借りるのだろうか。 

(4)   可能であれば社会人多読学習者の学
習スタイルやストラテジーについても
調査し、多読を楽しみ、また学びたいと
思っている社会人にはどのような傾向
があるか（ある特定の層なのかどうか）
を知りたい。 

 
３．研究の方法 
  本研究においては、実際に多読を学

習してみてどうなのか、という生の声に
耳を傾けることが大切と考えた。すなわ
ち、 

(1)   他の学習の機関や場所で、社会人が
多読を通して学習する場合の事例を知
る（海外での事例など） 

(2)  多数の本や CD、デジタルブックスなど
を実際に多読学習をしている場で試し
てもらった上で、インタビュー調査する 

の、2種類の手法を使う。 
 

 
４．研究成果 
(1) 社会人学習者の傾向 
  外部英語力テスト等は行いづらい

ため、一部の学習者の方には多読の簡単
な本を読んでその読解に関する質問と
読書スピードを測る、などの形で協力し
ていただいた。また日々の多読の様子
（どのような本を選択するか）からも判
断すると、我々の社会人学習者は、英語
力的にはかなり幅が広いことが伺えた。 

  大きく分けると、a.仕事である程度
英語に馴染みがあるかその経験が過去
にあり、読むことに自信があるグループ 
と、b.特に英語力に自信があるわけでは
ないが、本を読むのが楽しい、特に児童
書を読むのが楽しいと思っているグル
ープ である。 

 a. の傾向の社会人学習者で代表的な A
さんの事例： 

  最初のうちは他の一般大学生に混
じってかんたんな児童書を CD 付きで読
んでいたが、読み方のコツを掴んできた
様子で、途中から長めの CD つき Graded 
Reader（マクミラン）を選択するように
なった。GR でグリシャムを読み、細かい
部分が記述されていないのが少々残念



であるとのことだった。以前ペーパーバ
ックは買ったものの読みきれなかった
過去があったそうだが、2 ヶ月ほど簡単
な本をたっぷり読んだ後だったので、手
持ちのグリシャムの原書（ペーパーバッ
ク）をお貸ししてみた。結果は「少し大
変でしたし、難しいところは飛ばしなが
ら読んだので詳しくはわからなかった
かもしれませんが、楽しく読めました」
とのこと。その後も自分でペーパーバッ
クを購入し、授業内外で読み進めていた。
A さんは授業内でのその他の活動（ブッ
クトーク、読み聞かせ）なども積極的に
参加され、一緒に授業を受けていた一般
大学生にもよい影響を及ぼしていたの
が印象的だった。 

   a タイプの学習者は、一般大学生で
は英語力は高くても背伸びしすぎて息
切れしてしまうこともたびたびあるの
だが、焦らずマイペースで上手に時間を
使い、疲れたら簡単な教材も楽しんでい
る Aさんの姿に、周りも担当者自身も学
ぶことが多かった。このようにモチベー
ションを持続できるのは、社会経験も充
分に積んだ社会人ならではであろう。 

 
 b. の傾向の社会人学習者で代表的な B

さんの事例： 
  B さんは、多読学習を経験してみた

いと常々思っていたそうだ。英語はそん
なに自信がない、わからない、と言いな
がらも、簡単な絵本や児童書ばかりを読
み進めて半年弱で120万語以上を読破し
た。茨城大学図書館に通いやすい環境だ
ったことが大きくプラスに働いた。読書
はもともと好きではあった、と語る Bさ
んだったが、お話を聞いてみると、英語
の児童書を読むことを心から楽しみ、味
わっていたのがよく伝わってきた。とて
も豊かな時間が持てたと思います、と語
っていたのが印象的だった。なお、B さ
んはあきらかに読む本のレベルが上が
っており、授業終了時の読解力テストで
も高得点であった。多読開始前に比べ、
読む速さ、読解力が向上している。 

 
(2)多読のコンテンツについて 
 ①上記(1)での a タイプでは大人向けの

ミステリ、b タイプでは内容の濃い児童
書と、大きく読む本に違いがある。ガイ
ド役の教員は、どちらのコンテンツにつ
いてもある程度は詳しく対応できるほ
うがいいだろう。また、どちらのタイプ
も、最初の１~２ヶ月は「簡単な本をた
くさん」の原則は押さえておくことが肝
要であるように思う。英語力に自信のあ
る方も、理由をしっかりと伝えて納得し

ていただくことが、特に単位などの制約
もなにもない社会人の方の場合大切で
ある。 

 
 ②学習意欲のない社会人学習者に多読

授業を提供して成功した事例を聞くた
めに TESOL2014（アメリカ）に参加した。
授業の内容や手法などについては残念
ながら特に目新しいことはなかった。し
かし英語圏での素材選びについては印
象深いエピソードが聞け、ためになった。
英語圏では、児童書を多読素材として勧
めることは NG に近いようだった。SL（第
二言語）として英語を学ぶ学習者たちは、
ただでさえESLのクラスに入っているこ
と（＝弱み）を知られたくないものも多
く、その中であえて児童書を読ませるこ
とはできないとのことだった。同じよう
に多読を扱っていても、彼我では学習者
と教員の意識に大きな隔たりがあるこ
とを知った。上記(1)の b タイプの学習
者（児童書を楽しむ）は研究代表者のク
ラスでは社会人にも一般大学生にも比
較的多く、熱心に読む層であるが、英語
圏ではかなり珍しいことのようである。 

 
(3)多読教材を提供するデバイスについて 
  iPad にデジタルブックを入れたも

のを見せ、使っていただくようなことも
したが、あまり興味は持ってもらえなか
った。インタビューしてみると、「（紙の）
本を読む」「ページをめくる」ことの楽
しさや、本を手にしたときの厚みや、印
刷や、装丁など、素材感について語る方
が想像以上に多かった。むしろ「紙の本
を読む」ことを楽しみたいからこそ、多
読の時間を持とうとしている印象を受
けた。 

  社会人学生には加齢によるハンデ
ィがある場合もある。デジタルデバイス
の使いやすさの理由のひとつは文字の
サイズを簡単に自分仕様にできるとこ
ろであり、視力にトラブルを抱えた高年
齢層には大きな利点となると想像して
いたのだが、そういったポイントは「紙
の本の魅力」にまだ勝ってはいないよう
だった。 

  ある程度収入がある層で英語の本
の手に入れやすさを考えると、デジタル
デバイスはもう少し市民権があるかと
想像していたが、多読を楽しみに来る人
達とはクラスタが違うのかもしれない。
この点については、年齢層などによって
も違いがあるのか、現在過渡期だからな
のか。今後も世の中の動きに注視してい
きたい。 

 



(4)図書館利用について 
  上記(3)とも関連するが、一般学生

に比べ、収入に余裕のある社会人多読学
習者はより英語の本を購入する傾向が
あるかと思ったが、そうでもないようだ。
デジタルブックスは自分で購入するし
かなく、図書館で本を借りるほうが、手
軽と感じられているようだった。 

   むしろどの図書館にどんな本があ
るか、といった情報は、社会人学習者に
とって有益なものだったようだ。そこで、
今後は近隣の地域の図書館を調べて情
報を発信するつもりである。 
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